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(57)【要約】
【課題】同一空間内に収納された食品の品質を精度よく
維持し、省スペース化を図ること。
【解決手段】冷蔵庫１００は、２方向に開口する庫内貯
蔵空間３が形成された断熱性を有する断熱筐体１０と、
庫内貯蔵空間３の開口に開閉自在に設けられた一方の扉
１１及び他方の扉１２と、一方の扉１１及び他方の扉１
２の少なくとも一方に連動してスライドする複数の収納
ケース６ａ～６ｄと、庫内貯蔵空間３内を冷却する複数
のペルチェユニット５１及び５２と、各収納ケース６ａ
～６ｄ内の温度情報を検出する温度センサ８ａ～８ｄと
、温度センサ８ａ～８ｄにおいて検出された温度情報に
基づいて、各収納ケース６ａ～６ｄ内の温度がそれぞれ
目標温度となるように各ペルチェユニット５１及び５２
を制御する温度制御装置３１と、を有している。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　２方向に開口する庫内貯蔵空間が形成された断熱性を有する断熱筐体と、
　前記庫内貯蔵空間の一方の開口に開閉自在に設けられた一方の扉と、
　前記庫内貯蔵空間の他方の開口に開閉自在に設けられた他方の扉と、
　前記一方の扉及び前記他方の扉の少なくとも一方に連動してスライドする複数の収納ケ
ースと、
　前記庫内貯蔵空間内を冷却する冷却ユニットと、
　前記各収納ケース内の温度情報を検出する温度センサと、
　前記温度センサにおいて検出された温度情報に基づいて、前記各収納ケース内の温度が
それぞれ目標温度となるように前記冷却ユニットを制御する温度制御装置と、
　を有する冷蔵庫。
【請求項２】
　前記各収納ケースには、前記一方の扉と前記他方の扉との双方に連動するマルチアクセ
スケースが含まれる請求項１に記載の冷蔵庫。
【請求項３】
　少なくとも前記一方の扉は、下端部を支点として全体を傾けながら開閉させる傾斜機構
を有する請求項１又は２に記載の冷蔵庫。
【請求項４】
　前記各収納ケースには、前記一方の扉の内側面に設けられた扉用収納ケースが含まれる
請求項１～３の何れか一項に記載の冷蔵庫。
【請求項５】
　前記冷却ユニットは、冷却面及び放熱面を有するペルチェ素子と、前記ペルチェ素子の
前記放熱面に設けられた放熱フィンと、を備えた複数のペルチェユニットを有するもので
ある請求項１～４の何れか一項に記載の冷蔵庫。
【請求項６】
　前記各ペルチェユニットは、前記ペルチェ素子の冷却面に吸熱フィンを有するものであ
る請求項５に記載の冷蔵庫。
【請求項７】
　前記冷却ユニットは、前記各ペルチェユニットの前記ペルチェ素子の放熱面から発生し
た排熱空気を外部に排気する排気ファンを有するものである請求項５又は６に記載の冷蔵
庫。
【請求項８】
　前記各ペルチェユニットは、前記放熱フィンの放熱を促す放熱ファンを有するものであ
る請求項５～７の何れか一項に記載の冷蔵庫。
【請求項９】
　前記各ペルチェユニットの前記ペルチェ素子の放熱面から発生した排熱空気を取り込む
収納庫をさらに有する請求項５～８の何れか一項に記載の冷蔵庫。
【請求項１０】
　前記各ペルチェユニットからの冷却空気を前記各収納ケースに向けて送風する庫内循環
ファンをさらに有し、
　前記温度制御装置は、前記温度センサの検出値に基づいて、前記庫内循環ファンの風量
を制御するものである請求項５～９の何れか一項に記載の冷蔵庫。
【請求項１１】
　前記冷却ユニットは、冷媒を圧縮する圧縮機と、前記圧縮機から吐出された冷媒を凝縮
させる凝縮器と、前記凝縮器から流出した冷媒を膨張させる絞り装置と、前記絞り装置で
膨張した冷媒によって空気を冷却する冷却器と、を備えた冷凍サイクル回路を有するもの
である請求項１～４の何れか一項に記載の冷蔵庫。
【請求項１２】
　前記冷凍サイクル回路からの冷却空気を前記各収納ケースに向けて送風する庫内循環フ
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ァンをさらに有し、
　前記温度制御装置は、前記温度センサの検出値に基づいて、前記庫内循環ファンの風量
を制御するものである請求項１１に記載の冷蔵庫。
【請求項１３】
　前記冷却ユニットは、前記冷凍サイクル回路の前記凝縮器から発生した排気空気を外部
に排気する排気ファンを有するものである請求項１１又は１２に記載の冷蔵庫。
【請求項１４】
　前記冷凍サイクル回路から発生した排熱空気を取り込む収納庫をさらに有する請求項１
１～１３の何れか一項に記載の冷蔵庫。
【請求項１５】
　前記温度センサは、前記断熱筐体の壁面に設けられた複数の壁面温度センサであり、
　前記各壁面温度センサは、前記各収納ケースそれぞれの周囲の温度を前記温度情報とし
て検出するものである請求項１～１４の何れか一項に記載の冷蔵庫。
【請求項１６】
　前記温度センサは、前記各収納ケース内の空気温度を前記温度情報として検出する複数
の空気温度センサである請求項１～１４の何れか一項に記載の冷蔵庫。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特に、対面する２面から食品の出し入れが可能な冷蔵庫に関する。
【背景技術】
【０００２】
　昨今のリフォーム市場の伸長により、キッチンや浴室などの水周りのリフォームが頻繁
に行われ、特にキッチンについては、キッチンやダイニング及びリビングルームの間取り
の多様化により、カウンター式又はアイランド式など、複数人が同時にアクセスすること
が可能な対面式キッチンへとリフォームされるケースが急増している。これに伴い、キッ
チン設備機器メーカは、対面式キッチンの製品拡充を進めている。
【０００３】
　対面式キッチンには、一般的にＩＨクッキングヒータなどの加熱調理器、シンク、及び
食器洗い乾燥機などが備え付けられているが、近年、調理に必要な食材又は調味料等が保
管される冷蔵庫をキッチンと一体化するニーズが高まっている。冷蔵庫には、冷蔵室、冷
凍室、野菜室など、様々な食材に対応した複数の温度帯の貯蔵室が存在するが、扉の開閉
方向は一方向であり、対面式キッチンに組み込む場合には、扉はキッチン向きに設置され
るのが一般的である。したがって、例えば、ダイニング側から飲料やドレッシング等の食
事の際に使用する食品を取り出す場合にも、キッチンルーム側へ回り込まなければならず
、また、奥行きの大きい対面式キッチンに組み込まれた冷蔵庫では、奥の食品が取り出し
にくいという課題がある。
【０００４】
　食品の出し入れの改善を試みた冷蔵庫としては、筐体の対向する２面又は隣り合う２面
に扉を設けたものが提案されている（例えば特許文献１参照）。特許文献１に記載の冷蔵
庫では、２つの側面に扉が設けられているため、冷蔵庫を対面式キッチンの一角に並べて
使用しても、部屋の間仕切りの一つとして使用しても、食品の出し入れの手間を省くこと
ができる。
【０００５】
　また、例えば、カウンター式又はアイランド式のキッチンに隣接させる冷蔵庫としては
、冷蔵庫の右側面と左側面、前面と後面の様に、相反する面の双方にドアを設けたものが
提案されている（例えば特許文献２参照）。特許文献２に記載の冷蔵庫は、キッチンルー
ムにいる人と対面する場所に座席等が置かれている場合でも、相反するドアがそれぞれキ
ッチンルーム側と座席側とを向くように設置することができるため、それぞれの側から冷
蔵庫を利用することができる。さらに、特許文献２に記載の冷蔵庫は、各ドアの冷蔵室（
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冷凍室）がそれぞれ独立しているため、その分奥行きが浅くなっていることから、食品を
取り出しやすくなっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】実開平０７－００６６７３号公報
【特許文献２】特開２００６－２０７９８７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、特許文献１に記載の冷蔵庫では、冷蔵庫内の温度が一様であるため、複
数の種類の食品を、それぞれに最適な温度帯で保存することが困難であるという課題があ
る。また、特許文献２に記載の冷蔵庫は、それぞれの冷蔵室（冷凍室）が独立しているた
め、収納容積が小さいという課題がある。
【０００８】
　本発明は、上述のような課題を解決するためになされたものであり、同一空間内に収納
された食品の品質を精度よく維持し、かつ省スペース化を図る冷蔵庫を提供することを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明に係る冷蔵庫は、２方向に開口する庫内貯蔵空間が形成された断熱性を有する断
熱筐体と、庫内貯蔵空間の一方の開口に開閉自在に設けられた一方の扉と、庫内貯蔵空間
の他方の開口に開閉自在に設けられた他方の扉と、一方の扉及び他方の扉の少なくとも一
方に連動してスライドする複数の収納ケースと、庫内貯蔵空間内を冷却する冷却ユニット
と、各収納ケース内の温度情報を検出する温度センサと、温度センサにおいて検出された
温度情報に基づいて、各収納ケース内の温度がそれぞれ目標温度となるように冷却ユニッ
トを制御する温度制御装置と、を有するものである。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明は、断熱筐体の中空部を開閉自在に設けられた一方の扉と他方の扉の少なくとも
一方に連動する複数の収納ケース内の温度を、温度制御装置が、温度センサによる検出結
果に基づいて制御するように構成されているため、同一空間内に収納された食品の品質を
精度よく維持し、かつ省スペース化を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の実施の形態１に係る冷蔵庫が組み込まれた対面式キッチンの概念図であ
る。
【図２】図１の対面式キッチンに組み込まれた冷蔵庫の概略構成図（側面断面図）である
。
【図３】本発明の実施の形態２に係る対面式キッチンに組み込まれた冷蔵庫の扉開閉方式
を示す概略構成図である。
【図４】本発明の実施の形態３に係る対面式キッチンに組み込まれた冷蔵庫の側面断面図
である。
【図５】本発明の実施の形態４に係る対面式キッチンに組み込まれた冷蔵庫の側面断面図
である。
【図６】本発明の実施の形態５に係る対面式キッチンに組み込まれた冷蔵庫の側面断面図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
［実施の形態１］
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　図１は、本発明の実施の形態１に係る冷蔵庫が組み込まれた対面式キッチンの概念図で
ある。対面式キッチン５００は、例えば図１に示すようなアイランド式のキッチンであり
、対面する一方はキッチンルームに面し、対面するもう一方はダイニングあるいはリビン
グルーム等（ダイニング・リビング）に面している。対面式キッチン５００には、冷蔵庫
１００のほかに、例えば、ＩＨクッキングヒータなどの加熱調理器２００、シンク３００
等が組み込まれている。
【００１３】
　冷蔵庫１００は、対面式キッチン５００に設けられており、キッチンルーム側に位置す
る一方の扉１１と、ダイニング・リビング側に位置する他方の扉１２と、を有している。
キッチンルーム側から一方の扉１１が開閉され、ダイニング・リビング側から他方の扉１
２が開閉される。すなわち、冷蔵庫１００は、対面するそれぞれの面から内部の食品を取
り出し可能な構成となっている。なお、対面式キッチン５００は、アイランド型に限るも
のではなく、対面する一方がキッチンルームに面し、対面するもう一方がダイニングある
いはリビングルーム等に面するものであれば、壁や他の家具に接触して設置されたカウン
ター型であってもよい。
【００１４】
　図２は、本実施の形態１における対面式キッチンに組み込まれた冷蔵庫の概略構成図で
あり、図１の対面式キッチン５００において、冷蔵庫１００が組み込まれた部分に係る側
面断面図である。
【００１５】
　図２に示すように、冷蔵庫１００は、２方向に開口する庫内貯蔵空間３が形成された断
熱性を有する断熱筐体１０と、庫内貯蔵空間３の一方の開口に開閉自在に設けられた一方
の扉１１と、庫内貯蔵空間３の他方の開口に開閉自在に設けられた他方の扉１２と、一方
の扉１１及び他方の扉１２の少なくとも一方に連動してスライドする複数の収納ケース６
ａ～６ｄと、庫内貯蔵空間３内を冷却する冷却ユニットと、複数の収納ケース６ａ～６ｄ
内の温度情報を検出する温度センサ８ａ～８ｄと、温度センサ８ａ～８ｄにおいて検出さ
れた温度情報に基づいて、複数の収納ケース６ａ～６ｄ内の温度がそれぞれ目標温度とな
るように上記冷却ユニットを制御する温度制御装置３１と、を有している。
【００１６】
　ここで、扉用収納ケース６ａと大物収納ケース６ｂは、一方の扉１１に連動しており、
キッチンルーム側から引き出される。扉用収納ケース６ａと大物収納ケース６ｂには、料
理に使用する主に調味料等の食品が収納される。例えば、扉用収納ケース６ａには、胡椒
や小瓶に詰め替えられた醤油又はみりん等の小物が保管される。大物収納ケース６ｂには
、小瓶に詰め替える前の調味料の大瓶、サラダ油、又は味噌などの他、ストックとして買
い置きされた調味料等が保管される。また、大物収納ケース６ｂには、一般的に冷却機能
のない収納庫などに保管される米や小麦粉等の大物を保存するようにしてもよい。
【００１７】
　一方、飲料収納ケース６ｃは、他方の扉１２に連動しており、ダイニング・リビング側
のみから引き出される。飲料収納ケース６ｃには、食事の際に必要となる飲料又は調味料
、例えばワインなどの酒類、ドレッシング、又は焼き肉のタレなどが保存される。
【００１８】
　マルチアクセスケース６ｄは、一方の扉１１及び他方の扉１２の双方に連動しており、
キッチンルーム側及びダイニング・リビング側のどちらからでも食品の出し入れが可能と
なっている。マルチアクセスケース６ｄには、料理と食事のどちらでも使用する食品、例
えば塩、ソースなどの調味料、又はバター、牛乳などの飲料などが保存される。
【００１９】
　断熱筐体１０は、庫内貯蔵空間３を取り囲むものであり、断熱材４と、断熱材４の内側
の金属壁５とにより、外部との熱の授受を抑制している。また、一方の扉１１及び他方の
扉１２の内壁にも、断熱材４と、断熱材４の内側の金属壁５との層が形成されており、外
部との熱の授受を抑制している。
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【００２０】
　庫内貯蔵空間３には、食品を載置するための複数の収納ケースとして、扉用収納ケース
６ａ、大物収納ケース６ｂ、飲料収納ケース６ｃ、及びマルチアクセスケース６ｄが設置
されている。扉用収納ケース６ａは、一方の扉１１の内側面（庫内貯蔵空間３側の側面）
に固定されている。各収納ケース６ｂ、６ｃ、６ｄはそれぞれ、各案内レール７ｂ、７ｃ
、７ｄ１及び７ｄ２によって案内される。
【００２１】
　具体的には、大物収納ケース６ｂは、一方の扉１１に接続された第１案内レール７ｂに
沿ってスライドし、飲料収納ケース６ｃは、他方の扉１２に接続された第２案内レール７
ｃに沿ってスライドして開閉される構成となっている。また、マルチアクセスケース６ｄ
は、一方の扉１１に接続された一方の案内レール７ｄ１、または他方の扉１２に接続され
た他方の案内レール７ｄ２に沿って、スライドして開閉される構成となっている。すなわ
ち、マルチアクセスケース６ｄは、一方の扉１１と他方の扉１２との双方に連動するもの
であり、キッチンルーム側とダイニング・リビング側との両側からアクセスすることがで
きる。したがって、キッチンルーム側とダイニング・リビング側との双方において必要と
なる同一の食品をそれぞれの側から取り出せない、という従来の課題を解決することがで
きる。
【００２２】
　温度センサ８ａ～８ｄは、複数の収納ケース６ａ～６ｄの近傍の金属壁５（断熱筐体１
０の壁面）に設けられた壁面温度センサからなり、収納ケース６ａ～６ｄのそれぞれの周
囲の温度を温度情報として検出するものである。具体的には、温度センサ８ａが、扉用収
納ケース６ａの近傍における壁面温度を検出し、温度センサ８ｂが、大物収納ケース６ｂ
の近傍における壁面温度を検出する。また、温度センサ８ｃが、飲料収納ケース６ｃの近
傍における壁面温度を検出し、温度センサ８ｄが、マルチアクセスケース６ｄのそれぞれ
の近傍における壁面温度を検出する。
【００２３】
　庫内貯蔵空間３の下部には、金属壁５を隔てて排熱風路９が設置され、排熱風路９のダ
イニング・リビング側の壁面には排熱風路吸気口９ａが、キッチンルーム側壁面には排熱
風路排気口９ｂが、それぞれ配置されている。排熱風路９の内部には、庫内貯蔵空間３内
を冷却する冷却ユニット４１が設けられている。本実施の形態１における冷却ユニット４
１は、冷却面及び放熱面を有するペルチェ素子５１ａ及び５２ａと、ペルチェ素子５１ａ
及び５２ａの放熱面に設けられた放熱フィン５１ｂ及び５２ｂと、を含んで構成されたプ
レート式の２つのペルチェユニット５１及び５２と、排熱風路９内の排熱を排気するため
の排気ファン１３と、を有している。
【００２４】
　ペルチェユニット５１及び５２は、ペルチェ素子５１ａ及び５２ａの冷却面（吸熱面）
が金属壁５と接触するように取り付けられており、ペルチェユニット５１及び５２の放熱
面には、それぞれ放熱フィン５１ｂ及び５２ｂが設けられている。また、ペルチェユニッ
ト５１及び５２は、放熱フィン５１ｂ及び５２ｂによる放熱を促す放熱ファン５１ｃ及び
５２ｃを有している。
【００２５】
　排熱風路９内における冷却ユニット４１の各構成は、排熱風路吸気口９ａ側から、一方
の扉１１側のペルチェユニット５１、他方の扉１２側のペルチェユニット５２、排気ファ
ン１３の順で配置されている。また、壁面温度センサ８ａ～８ｄとペルチェユニット５１
及び５２は、冷蔵庫１００の制御基板（図示せず）に実装された温度制御装置３１に接続
されている。温度制御装置３１は、検出温度センサ８ａ～８ｄから収納ケース６ａ～６ｄ
それぞれの周囲の温度情報を受信し、受信した温度情報に基づいてペルチェユニット５１
とペルチェユニット５２とを個別に制御する制御信号を生成するものである。そして、温
度制御装置３１は、生成した制御信号をペルチェユニット５１及び５２に送信することに
より、複数の収納ケース６ａ～６ｄ内の温度がそれぞれの目標温度となるように制御する
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ものである。
【００２６】
　本実施の形態１の冷却ユニット４１は、ペルチェユニット５１とペルチェユニット５２
との間に冷却能力の差を持たせている。すなわち、排熱風路吸気口９ａ側には、相対的に
冷却能力が高いペルチェユニット５１を配置している。これにより、庫内貯蔵空間３内が
、キッチンルーム側からダイニング・リビング側へ向かって徐々に温度が低くなるという
温度分布を実現している（詳細については後述する。）。
【００２７】
　次に、図１及び図２を参照して、一方の扉１１及び他方の扉１２の開閉動作の一例を説
明する。図１に示すキッチンルーム側のユーザのように、一方の扉１１を引き出した際に
は、一方の扉１１に固定された扉用収納ケース６ａと共に、大物収納ケース６ｂが第１案
内レール７ｂに沿ってスライドして、キッチンルーム側へと引き出される。その際、さら
にマルチアクセスケース６ｄが一方の案内レール７ｄ１に沿ってスライドして、キッチン
ルーム側へと引き出される。
【００２８】
　一方、図１に示すダイニング・リビング側のユーザのように、他方の扉１２を引き出し
た際には、飲料収納ケース６ｃが第２案内レール７ｃに沿ってスライドし、ダイニング・
リビング側へと引き出される。その際、さらにマルチアクセスケース６ｄが他方の案内レ
ール７ｄ２に沿ってスライドして、ダイニング・リビング側へと引き出される。
【００２９】
　上記の通り、マルチアクセスケース６ｄは、キッチンルーム側からもダイニング・リビ
ング側からも引き出し可能となっている。ただし、何れか一方の扉が開いている状態、す
なわち、例えば一方の扉１１が開き、マルチアクセスケース６ｄが一方の案内レール７ｄ
１に沿ってキッチンルーム側へと引き出されている状態においては、マルチアクセスケー
ス６ｄは、反対側に配置された他方の案内レール７ｄ２から外れた状態となっている。こ
のため、一方の扉１１が引き出されている場合に、他方の扉１２を引き出しても、マルチ
アクセスケース６ｄは、一方の案内レール７ｄ１上に残り、ダイニング・リビングルーム
側へは引き出されない。すなわち、一方の扉１１及び他方の扉１２は、水平方向にスライ
ドしながら開閉させるスライド機構として、第１案内レール７ｂ、第２案内レール７ｃ、
一方の案内レール７ｄ１、及び他方の案内レール７ｄ２を有しているため、スライド方式
による開閉が可能となっている。
【００３０】
　以上のように、複数の収納ケース６ａ～６ｄを有する冷蔵庫１００によれば、キッチン
ルーム側の収納ケース６ａ及び６ｂには料理用、ダイニング・リビング側の収納ケース６
ｃには食事用、両側からアクセスできるマルチアクセスケース６ｄには料理及び食事兼用
の食品を保存するといった具合に、料理又は食事という用途に応じて、複数の収納ケース
６ａ～６ｄを使い分けることができる。このため、食品を容易に整理して保存することが
可能となり、使い勝手の向上を図ることができる。
【００３１】
　また、一方の扉１１のみを開いて料理用の食品を出し入れしている際には、他方の扉１
２側から外気等が流入することがないため、他方の扉１２側に保存されている食事用の食
品の温度上昇を抑制することができる。同様に、他方の扉１２のみを開いて食事用の食品
を出し入れしている際には、一方の扉１１側から外気が流入することがないため、一方の
扉１１側に保存されている料理用の食品の温度上昇を抑制することができる。
【００３２】
　すなわち、本実施の形態１における冷蔵庫１００は、一方の扉１１及び他方の扉１２の
少なくとも一方に連動する複数の収納ケース６ａ～６ｄを有することから、食品を用途ご
とに整理し、扉の開閉を最小限に抑えることができるため、庫内貯蔵空間３内の温度変化
を抑制し、食品の保存品質を維持することが可能となる。また、一方の扉１１と他方の扉
１２とは、独立して開閉することができるため、図１に示すように、キッチンルーム側の
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ユーザが料理をしている際に、ダイニング・リビング側のユーザが料理の邪魔をすること
なく食事の準備を行えるというシーンが生まれ、家族・友人間等におけるコミュニケーシ
ョンが向上するという利点が得られる。
【００３３】
　次に、冷却運転時の動作の一例について説明する。庫内貯蔵空間３の底面の金属壁５に
設置されたペルチェユニット５１及び５２は、電力が印加されることによって、金属壁５
に設置された上部吸熱面（ペルチェ素子５１ａ及び５２ａが金属壁５に接する面）の温度
が低下し、放熱フィン５１ｂ及び５２ｂが設置された下部放熱面の温度が上昇する。そし
て、印加する電力を増加することによって吸熱面と放熱面の温度差が拡大し、ペルチェユ
ニット５１及び５２に備え付けられた放熱ファン５１ｃ及び５２ｃの風量を増加すること
によって放熱量が上昇する。したがって、印加する電力と放熱ファン５１ｃ及び５２ｃの
風量とを変更することにより、吸熱面の温度を制御することができる。また、ペルチェユ
ニット５１及び５２の各放熱面から発生し、排熱風路９内に滞留した熱は、排気ファン１
３によって、ダイニング・リビング側の排熱風路吸気口９ａから取り込まれた空気ととも
に、キッチンルーム側の排熱風路排気口９ｂから排気される。
【００３４】
　ここで、庫内貯蔵空間３内の複数の収納ケース６ａ～６ｄには様々な種類の食品が保存
されるが、食品には最適な保存温度帯が存在する。一般に、飲料は低温（例えば３～５℃
）で保存され、調味料は冷蔵限界以下程度（例えば１０℃以下）で保存される。また、油
や穀物類などのいわゆる冷暗所に保管されているものは、更に高い温度（例えば１０～１
５℃）で保管することができる。
【００３５】
　上記事情に鑑みて、本実施の形態１では、図２に示すように、各収納ケース６ａ、６ｂ
、６ｃ、６ｄの近傍の金属壁５には、それぞれ温度センサ８ａ、８ｂ、８ｃ、８ｄが設置
されている。そして、温度センサ８ａ～８ｄによって検出した温度情報（壁面温度）に基
づいて、温度制御装置３１が、ペルチェユニット５１及び５２に印加する電力と、放熱フ
ァン５１ｃ及び５２ｃの風量とを制御するように構成されている。ここで、ペルチェユニ
ット５１及び５２は、庫内貯蔵空間３の底面の金属壁５に設置されているところ、金属壁
５は、図２に示すように、庫内貯蔵空間３を取り囲むように設置されているため、底面の
金属壁５がペルチェユニット５１及び５２によって冷却されると、熱伝導により天面の金
属壁５も冷却される。そして、金属壁５の周囲の空気が、庫内貯蔵空間３内における熱伝
達により冷却されることとなる。
【００３６】
　すなわち、本実施の形態１では、温度センサ８ａ～８ｄによって検出する壁面温度の目
標値が、例えば収納ケース６ａ～６ｄのそれぞれの目標温度よりも１℃～２℃だけ低い温
度に設定され、温度制御装置３１が、上記目標値となるようにペルチェユニット５１及び
５２を制御する。したがって、冷蔵庫１００によれば、様々な食品が混在する一空間にお
いて、収納容積を狭める要因となる空気温度センサ又は循環ファン等を設置することなく
、それぞれの食品に適した温度帯に調整された各収納ケース６ａ～６ｄ内で種々の食品を
保存することができるため、食品の品質を精度よく維持することができる。
【００３７】
　また、本実施の形態１の冷蔵庫１００では、具体的に、キッチンルーム側の扉用収納ケ
ース６ａと大物収納ケース６ｂには、主に料理に使用する調味料又は油類（例えば１０～
１５℃）が、ダイニング・リビング側の飲料収納ケース６ｃには、主に食事時の酒類など
の飲料（例えば３～５℃）が、中央に配置されたマルチアクセスケース６ｄには、料理と
食事のどちらの用途でも使用する調味料又は飲料（例えば５～１０℃）などが保存される
ことを想定している。したがって、庫内貯蔵空間３が、調味料又は油類の多いキッチンル
ーム側から、飲料の多いダイニング・リビング側に向かって、徐々に温度が低くなるよう
な温度分布となるのが望ましい。
【００３８】



(9) JP 2016-90131 A 2016.5.23

10

20

30

40

50

　そこで、本実施の形態１では、冷却能力の異なるプレート式のペルチェユニット５１及
びペルチェユニット５２を採用し、相対的に冷却能力の高いペルチェユニット５１が、ダ
イニング・リビング側に配置され、相対的に冷却能力の低いペルチェユニット５２が、キ
ッチンルーム側に設置されるという構成を採っている。そして、複数の収納ケース６ａ～
６ｄ内の温度がそれぞれの目標温度となるように、温度制御装置３１がペルチェユニット
５１及び５２を制御するため、同一空間内に意図的に温度分布を形成することができ、種
々の食品にとってより好ましい保存環境を庫内貯蔵空間３内に実現することが可能となる
。
【００３９】
　さらに、本実施の形態１では、ペルチェユニット５１及び５２の排熱が、排熱風路排気
口９ｂからキッチンルーム側へと排気されるように構成されている。かかる構成は、キッ
チンルームが、ダイニングあるいはリビングルーム等とは異なり、常に人がいるような生
活空間ではないこと等を考慮したものである。すなわち、キッチンルームは、比較的高温
となる冷却ユニット４１からの排熱空気を排気しても影響が少ないと考えられ、さらに、
キッチンルームには、湿気が溜まりやすいため、高温低湿の排熱空気を供給するという上
記構成によれば、カビ対策を講じることもできる。
【００４０】
　なお、図２では、一方の扉１１によってのみ引き出される収納ケースとして、扉用収納
ケース６ａ及び大物収納ケース６ｂを、他方の扉１２によってのみ引き出される収納ケー
スとして飲料収納ケース６ｃを、一方の扉１１及び他方の扉１２の双方から引き出される
収納ケースとしてマルチアクセスケース６ｄを採用した場合を例示している。しかし、一
方の扉１１及び他方の扉１２の少なくとも一方に連動する収納ケースの構成及び引き出し
方向は、これに限定されるものではない。すなわち、例えば、ダイニング・リビング側に
ドレッシング又は薬味専用の扉用収納ケースがあってもよく、両側からアクセスできる収
納ケースが複数あってもよい。したがって、冷蔵庫１００は、料理又は食事などの生活シ
ーンに合わせて両側からアクセスでき、かつ食品ごとに適した温度帯で保存されるように
構成すればよい。
【００４１】
　また、図２では、排熱風路９が庫内貯蔵空間３の下方に配置され、ペルチェユニット５
１及び５２が庫内貯蔵空間３の底面の金属壁５に設置された構成を示しているが、排熱風
路９とペルチェユニット５１及び５２の設置位置は、庫内貯蔵空間３の下方に限定される
ものではなく、側方あるいは上方に設置されてもよい。ペルチェユニット５１及び５２が
、側面に配置された金属壁５に設置された場合にも、底面に設置された場合と同様の効果
が得られ、天面に配置された金属壁５に設置された場合には、冷気が密度差により上方か
ら下方へ移動するため、さらに冷却速度が増加するという効果を得ることができる。
【００４２】
　さらに、図２において、ペルチェユニット５１及び５２には、放熱面の放熱フィン５１
ｂ及び５２ｂに送風する放熱ファン５１ｃ及び５２ｃが一体化して設置され、温度制御装
置３１が、ペルチェユニット５１及び５２に印加する電力と放熱ファン５１ｃ及び５２ｃ
の送風量とを制御しているが、ペルチェユニット５１及び５２に放熱ファン５１ｃ及び５
２ｃを設置せず、排熱風路９の排気ファン１３によって放熱させるようにしてもよい。こ
の場合、放熱効果を保つためには、排気ファン１３を多少大型化する必要があるが、電力
又はコスト面を考慮しても、排気ファン１３の大型化によるデメリットより、ファンの数
を削減することによるメリットの方が大きいと考えられる。なお、放熱ファン５１ｃ及び
５２ｃを有さないプレート式ペルチェユニットを採用した場合でも、印加電力の調整によ
り、複数の収納ケース内の温度がそれぞれの目標温度となるように制御することができる
。
【００４３】
［実施の形態２］
　図３は、本発明の実施の形態２に係る対面式キッチンに組み込まれた冷蔵庫の扉開閉方
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式を示す概略構成図であり、図３（Ａ）は一方の扉１１を水平に引き出したスライド方式
、図３（Ｂ）は一方の扉１１をキッチンルーム側へ前傾させた傾斜方式をそれぞれ示す。
なお、本実施の形態２で特に記述しない項目については実施の形態１と同様とし、同一の
構成については同一の符号を用いて述べることとする。
【００４４】
　図３は、図１及び図２に示した一方の扉１１の開状態を示す斜視図であり、対面式キッ
チン５００に組み込まれた冷蔵庫１００のキッチンルーム側の斜視構造を示したものであ
る。図３（Ａ）では、一方の扉１１が、キッチンルーム側へ水平に引き出されるスライド
方式によって開状態となった様子を示す。すなわち、一方の扉１１及び他方の扉１２は、
実施の形態１と同様、水平方向にスライドしながら開閉させるスライド機構を有しており
、図３（Ａ）は、スライド方式により一方の扉１１を引き出したときの開状態と同一であ
る。
【００４５】
　また、本実施の形態２の一方の扉１１は、下端部を支点として全体を傾けながら開閉さ
せる傾斜機構を有しているため、傾斜方式での開閉が可能となっている。すなわち、図３
（Ｂ）では、一方の扉１１をキッチンルーム側へ前傾させた傾斜方式によって開状態とな
った様子を示す。
【００４６】
　具体的には、例えば、一方の扉１１を引き出すと、通常は図３（Ａ）のスライド方式の
ように一方の扉１１が水平に引き出されるようにしておき、一方の扉１１の下端部に開閉
時の支点となる軸等を設けると共に、一方の扉１１の取っ手などに、開閉方式を切り替え
るためのスイッチ等を設けておく。そして、スイッチ等を操作しながら一方の扉１１を引
き出そうとすると、図２に示す第１案内レール７ｂと一方の案内レール７ｄ１が一方の扉
１１から外れ、扉用収納ケース６ａのみが図３（Ｂ）の傾斜方式で開くというものが想定
される。すなわち、本実施の形態２における一方の扉１１は、上述した傾斜機構として、
軸及びスイッチ等を有している。もっとも、一方の扉１１に係止するフック等を案内レー
ル７ｂと一方の案内レール７ｄ１とに連結させており、スイッチを押すと、それぞれのフ
ックのロック状態が解除されて、一方の扉１１の全体が下端部を支点として開閉するよう
に構成してもよい。
【００４７】
　次に、図３を参照して、一方の扉１１の開閉動作の一例について説明する。一方の扉１
１を引き出した際、一方の扉１１に固定された扉用収納ケース６ａとともに、大物収納ケ
ース６ｂ、及びマルチアクセスケース６ｄがスライドしてキッチンルーム側へ引き出され
、図３（Ａ）に示すように、上記３つの収納ケース６ａ、６ｂ、６ｄが外部から見える状
態となる。このとき、料理の際に高頻度で必要となる胡椒、小瓶に詰め替えられた醤油、
又はみりん等の小物が保存された扉用収納ケース６ａは、使用頻度が高いのに対し、小瓶
に詰め替える前の調味料の大瓶、サラダ油、又は味噌などの他、ストックとして買い置き
された調味料などが保存された大物収納ケース６ｂは、特に使用頻度が低いものである。
【００４８】
　したがって、扉用収納ケース６ａに保存された食品を使用する目的で、図３（Ａ）のス
ライド方式により一方の扉１１を開閉すると、使用しない大物収納ケース６ｂやマルチア
クセスケース６ｄも引き出されて外気にさらされてしまうため、無駄な温度上昇により大
物収納ケース６ｂ及びマルチアクセスケース６ｄに収納された食品の保存品質に影響が及
んでしまう。また、スライド方式は、開閉面積が相対的に大きくなるため、庫内貯蔵空間
３全体の温度が上昇し、冷却負荷が増大してしまうことになる。
【００４９】
　そこで、本実施の形態２では、一方の扉１１が、図３（Ａ）に示すスライド方式だけで
はなく、図３（Ｂ）に示す傾斜方式でも開閉できるように構成し、使用頻度の高い扉用収
納ケース６ａを露出させるという状態を実現している。これにより、使用しない他の収納
ケースが外気にさらされることによる温度上昇が抑制され、食品の保存品質が維持される
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。また、一方の扉１１に傾斜方式を採用することで、開閉面積をできる限り小さくするこ
とができるため、一方の扉１１の開閉による冷却負荷の上昇が抑制され、省エネルギー化
を図ることができる。
【００５０】
　図３では、一方の扉１１がスライド方式と傾斜方式の２方式で開閉される例を示したが
、２方式の開閉方式は、他方の扉１２に適用してもよい。他方の扉１２に２方式の開閉方
式を採用した場合には、例えば、他方の扉１２の内側面に、使用頻度の高いドレッシング
又は薬味専用の扉用収納ケースを設置しておくようにする。このように構成しても、他方
の扉１２の開閉時に、スライド方式を用いた場合には、飲料収納ケース６ｃ及びマルチア
クセスケース６ｄが引き出され、傾斜方式を用いた場合には、上記扉用収納ケースのみが
開閉されるため、庫内貯蔵空間３内の無駄な温度上昇や冷却負荷の上昇を抑制することが
できる。
【００５１】
［実施の形態３］
　図４は、本発明の実施の形態３に係る対面式キッチンに組み込まれた冷蔵庫１００Ａの
側面断面図である。なお、本実施の形態３で特に記述しない項目については実施の形態１
又は２と同様とし、同一の構成については同一の符号を用いて述べることとする。
【００５２】
　実施の形態１のペルチェユニット５１及び５２は、放熱面のみにフィンが設置されたプ
レート式のペルチェユニットであり、吸熱（冷却）面が金属壁５と接触するように取り付
けられている。これに対し、本実施の形態３におけるペルチェユニット５３及び５４は、
図４に示すように、放熱面と吸熱面の双方にフィンが設置されたフィン式のペルチェユニ
ットであり、吸熱面側のフィンである吸熱フィン５３ｄ及び５４ｄが庫内貯蔵空間３に突
出する状態となるように、庫内貯蔵空間３の底面の金属壁５に取り付けられている。
【００５３】
　また、本実施の形態３においても、ペルチェユニット５３とペルチェユニット５４との
間に冷却能力の差を持たせており、排熱風路吸気口９ａ側のペルチェユニット５３として
、ペルチェユニット５４よりも相対的に冷却能力が高いフィン式のペルチェユニットを採
用している。排熱風路９内における冷却ユニット４３の各構成は、排熱風路吸気口９ａ側
から、ペルチェユニット５３、ペルチェユニット５４、排気ファン１３の順で配置されて
いる。
【００５４】
　そして、庫内貯蔵空間３内において、実施の形態１では、各収納ケース６ａ～６ｄそれ
ぞれの近傍における金属壁５に、壁面温度センサからなる温度センサ８ａ～８ｄが設置さ
れていたのに対し、本実施の形態３では、図４に示すように、各収納ケース６ａ～６ｄ内
の空気温度を検出する温度センサ１４ａ～１４ｄが、各収納ケース６ａ～６ｄ内の空間に
設置されている。
【００５５】
　すなわち、温度センサ１４ａが扉用収納ケース６ａ内の空気温度を検出し、温度センサ
１４ｂが大物収納ケース６ｂ内の空気温度を検出するように構成されている。また、温度
センサ１４ｃが飲料収納ケース６ｃ内の空気温度を検出し、温度センサ１４ｄがマルチア
クセスケース６ｄ内の空気温度を検出するように構成されている。また、収納ケース６ａ
～６ｄのそれぞれの近傍には、庫内循環ファン１５ａ～１５ｄが設置されている。庫内循
環ファン１５ａ～１５ｄは、ペルチェユニット５３及び５４の吸熱面に設置された吸熱フ
ィン５３ｄ及び５４ｄとの熱伝達によって生成された冷却空気を、各収納ケース６ａ～６
ｄに向けて送風するものである。具体的には、庫内循環ファン１５ａが扉用収納ケース６
ａ内へ、庫内循環ファン１５ｂが大物収納ケース６ｂ内へ、庫内循環ファン１５ｃが飲料
収納ケース６ｃ内へ、庫内循環ファン１５ｄがマルチアクセスケース６ｄ内へと冷却空気
を導くように構成されている。
【００５６】
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　また、実施の形態１の温度制御装置３１は、壁面温度センサ８ａ～８ｄとペルチェユニ
ット５１及び５２とに接続され、壁面温度センサ８ａ～８ｄから受信した温度情報を入力
として、ペルチェユニット５１及び５２に制御信号を送信するものである。これに対し、
本実施の形態３における温度制御装置３３には、図４に示すように、ペルチェユニット５
３及び５４、空気温度センサ１４ａ～１４ｄ、及び庫内循環ファン１５ａ～１５ｄが接続
されている。すなわち、温度制御装置３３は、空気温度センサ１４ａ～１４ｄから受信し
た温度情報に基づいて制御信号を生成し、生成した制御信号をペルチェユニット５３及び
５４に送信することにより、収納ケース６ａ～６ｄ内の温度がそれぞれの目標温度となる
ように制御するものである。
【００５７】
　次に、図４を参照して、温度制御装置３３による動作の一例について説明する。食品の
収納方法や扉の開閉に関する動作については、実施の形態１又は２と同一であるため説明
を割愛し、ここでは冷却運転時の動作の一例について説明する。
【００５８】
　ペルチェユニット５３及び５４は、庫内貯蔵空間３の底面の金属壁５に対して、吸熱面
の吸熱フィン５３ｄが庫内貯蔵空間３に突出するように設置されており、温度制御装置３
３から電力が印加されることによって、上部吸熱面及び金属壁５の温度を低下させ、放熱
フィン５１ｂ及び５２ｂが設置された下部放熱面の温度が上昇する。温度制御装置３３は
、ペルチェユニット５３及び５４に印加する電力を増加することにより、吸熱面と放熱面
との温度差を拡大させ、吸熱面に設置された吸熱フィン５３ｄ及び５４ｄ及び放熱面に設
置された放熱フィン５１ｂ及び５２ｂへの送風量を調節することにより、吸熱面の温度を
制御する。また、ペルチェユニット５３及び５４の放熱面から発生し、排熱風路９内に滞
留した熱は、実施の形態１と同様に、排気ファン１３によって、排熱風路吸気口９ａから
取り込まれた空気とともに、キッチンルーム側の排熱風路排気口９ｂへと排気される。
【００５９】
　庫内貯蔵空間３内において、実施の形態１の温度センサ８ａ～８ｄは、各収納ケース６
ａ～６ｄの近傍の金属壁５における壁面温度を検出するものであるため、各温度センサ８
ａ～８ｄによって検出する壁面温度の目標値は、各収納ケース６ａ～６ｄの目標温度より
も低い温度（例えば１℃～２℃だけ低い温度）に設定されている。すなわち、実施の形態
１では、温度制御装置３１が、収納ケース６ａ～６ｄ内の空気温度を間接的に制御する。
【００６０】
　これに対し、本実施の形態３では、図４に示すように、収納ケース６ａ、６ｂ、６ｃ、
６ｄ内にそれぞれ設置された温度センサ１４ａ、１４ｂ、１４ｃ、１４ｄによって検出す
る直接的な空気温度に基づいて、温度制御装置３３が、ペルチェユニット５３及び５４に
印加する電力と、ペルチェ素子５３ａ及び５４ａの吸熱面と放熱面とに設置された吸熱フ
ィン５３ｄ及び５４ｄと放熱フィン５１ｂ及び５２ｂとに供給する風量を制御している。
そして、各収納ケース６ａ～６ｄの近傍に設置された庫内循環ファン１５ａ～１５ｄの各
々の風量を、温度制御装置３３が、温度センサ１４ａ～１４ｄにおいて検出された温度情
報に基づいて制御することにより、吸熱フィン５３ｄ及び５４ｄとの熱伝達によって生成
された冷却空気の、各収納ケース６ａ～６ｄに対する供給量を、個別に制御することがで
きる。
【００６１】
　すなわち、上記のように冷蔵庫１００Ａを構成すれば、様々な食品が保存される収納ケ
ース６ａ～６ｄに対する温度制御をより精度よく行うことができるため、各収納ケース６
ａ～６ｄ内の種々の食品を最適な温度で保存し、品質の維持に寄与することが可能となる
。
【００６２】
　また、本実施の形態３においても、調味料又は油類の多いキッチンルーム側から飲料の
多いダイニング・リビング側に向かって、徐々に温度が低くなる温度分布となるように、
相対的に冷却能力の高いペルチェユニット５３をダイニング・リビング側に設置している
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。そして、本実施の形態３における冷蔵庫１００Ａは、さらに庫内循環ファン１５ａ～１
５ｄを有するため、理想とする温度分布が一様ではなく、例えば庫内貯蔵空間３の中央に
配置されたマルチアクセスケース６ｄを最も低温に維持したいような場合にも、収納ケー
ス６ａ～６ｄ内の温度をそれぞれ個別に制御することができるため、庫内貯蔵空間３内に
多様な温度分布を形成することができる。すなわち、本実施の形態３の冷蔵庫１００Ａに
よれば、同一空間内に意図的な温度分布を形成し、食品にとってより良い保存温度環境を
提供することができる。
【００６３】
　なお、図４において、排熱風路９は、庫内貯蔵空間３の下方に配置され、ペルチェユニ
ット５３及び５４も、庫内貯蔵空間３の底面の金属壁５に設置されているが、排熱風路９
及びペルチェユニット５３及び５４の設置位置については、庫内貯蔵空間３の下方に限定
されるものではなく、側方又は上方に設置されてもよい。ペルチェユニット５３及び５４
が、側面に配置された金属壁５に設置された場合であっても、温度制御装置３３による印
加電圧等の制御により、底面に設置された場合と同様の効果を得ることができる。また、
天面に配置された金属壁５に設置された場合には、冷気が密度差により上方から下方へ移
動するため、冷却速度が増加するという効果が得られる。
【００６４】
　また、ペルチェユニット５３及び５４は、放熱面の放熱フィン５１ｂ及び５２ｂに送風
する放熱ファン５１ｃ及び５２ｃが一体化して設置され、温度制御装置３３によって印加
する電力と放熱ファン５１ｃ及び５２ｃの送風量とを制御しているが、ペルチェユニット
５３及び５４にファンを設置せず、排熱風路９の排気ファン１３のみによって放熱させる
ようにしてもよい。かかる構成を採ることで、排気ファン１３が多少大型化しても、ファ
ン数の削減効果の方が大きく、また、ペルチェユニット５３及び５４への印加電力の調整
により、収納ケース６ａ～６ｄ内の温度を制御することができる。
【００６５】
［実施の形態４］
　図５は、本発明の実施の形態４に係る対面式キッチンに組み込まれた冷蔵庫１００Ｂの
側面断面図である。なお、本実施の形態４で特に記述しない項目については実施の形態１
～３と同様とし、同一の構成については同一の符号を用いて述べることとする。
【００６６】
　実施の形態１及び３では、庫内貯蔵空間３の底面の金属壁５を隔てて排熱風路９が配置
され、プレート式のペルチェユニット５１及び５２、及びフィン式のペルチェユニット５
３及び５４が、庫内貯蔵空間３の底面の金属壁５に取り付けられている。これに対し、本
実施の形態４では、図５に示すように、庫内貯蔵空間３の底面の金属壁５を隔てた下方に
は、冷凍サイクル回路からなる冷却ユニット４４が内部に設置された機械室１６が配置さ
れている。すなわち、冷却ユニット４４は、冷媒を圧縮する圧縮機１７と、圧縮機１７か
ら吐出された冷媒を凝縮させる凝縮器１８と、凝縮器１８から流出した冷媒を膨張させる
絞り装置１９と、絞り装置１９で膨張した冷媒によって空気を冷却する冷却器２０と、に
よって構成された冷凍サイクル回路である。
【００６７】
　機械室１６内において、凝縮器１８側には凝縮器ファン２１が設置され、冷却器２０側
には冷却器ファン２２が設置されている。凝縮器ファン２１は、凝縮器側吸気口２３ａか
ら庫内貯蔵空間３の空気を吸気し、凝縮器１８を経由して凝縮器側排気口２３ｂからキッ
チンルームへと排気するものである。冷却器ファン２２は、冷却器側吸気口２４ａからダ
イニングあるいはリビングルーム等の空気を吸気し、冷却器２０を経由して冷却器側排気
口２４ｂから庫内貯蔵空間３へと排気するものである。
【００６８】
　また、本実施の形態４における冷蔵庫１００Ｂの制御基板には、温度制御装置３４と共
に、冷凍サイクル制御装置２５が実装されている。冷凍サイクル制御装置２５は、温度制
御装置３４からの指令信号、及び冷却ユニット４４の圧縮機１７、凝縮器１８、及び冷却
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器２０の温度又は圧力の情報を入力として、圧縮機１７、絞り装置１９、凝縮器ファン２
１、冷却器ファン２２に制御信号を送信する構成となっている。
【００６９】
　次に、図５を参照して、冷却運転時の動作の一例について説明する。なお、食品の収納
方法や扉の開閉に関する動作については、実施の形態１～３と同一であるため説明を割愛
する。
【００７０】
　冷凍サイクル制御装置２５は、冷却器ファン２２に、ダイニングあるいはリビングルー
ム等の空気を冷却器側吸気口２４ａから吸気させる。冷却器側吸気口２４ａから吸気され
た空気は、冷却器２０を通過する際に低温化し、冷却器側排気口２４ｂから冷却空気とし
て庫内貯蔵空間３に供給される。
【００７１】
　その後は、温度制御装置３４が、空気温度センサからなる温度センサ１４ａ～１４ｄの
温度情報に基づいて、収納ケース６ａ～６ｄのそれぞれの近傍に設置された庫内循環ファ
ン１５ａ～１５ｄの風量を制御する、すなわち、温度制御装置３４は、収納ケース６ａ～
６ｄの各々に対して供給する冷却空気の供給量を個別に制御するものである。
【００７２】
　また、庫内貯蔵空間３を冷却した後の空気は、冷凍サイクル制御装置２５が、凝縮器フ
ァン２１により、凝縮器側吸気口２３ａから機械室１６内に取り込むように構成されてい
る。凝縮器側吸気口２３ａから機械室１６内に取り込まれた空気は、凝縮器１８を通過す
る際に高温化し、凝縮器側排気口２３ｂからキッチンルームへと排気される。
【００７３】
　ここで、機械室１６内の冷却ユニット４４では、圧縮機１７において圧縮されて高温・
高圧となった冷媒が、凝縮器１８において、通過する空気と熱交換することにより温度低
下し、さらに絞り装置１９において膨張して低温・低圧となった後、冷却器２０において
、通過する空気と熱交換することにより昇温されて圧縮機１７に戻る、というサイクルが
繰り返される。このとき、例えば圧縮機１７のモータ回転数を増加すれば、凝縮器１８と
冷却器２０の高低圧差及び温度差が大きくなり、絞り装置１９において膨張率を大きくす
れば、低圧がより低下する。また、凝縮器ファン２１や冷却器ファン２２の風量を変更し
、凝縮器１８や冷却器２０における熱交換量を調節すれば、通過する空気温度を制御する
ことが可能となる。
【００７４】
　すなわち、温度制御装置３４は、温度センサ１４ａ～１４ｄによって検出した各収納ケ
ース６ａ～６ｄの温度情報に基づいて、供給される冷却空気の低温化が必要であると判断
した場合に、冷凍サイクル制御装置２５に向けて低温化の指令信号を送信する。そして、
冷凍サイクル制御装置２５は、温度制御装置３４からの指令信号に従って、圧縮機１７及
び絞り装置１９に、冷凍サイクルの圧力を低下させる旨の制御信号を送信する。
【００７５】
　一方、温度制御装置３４は、冷却過剰であると判断した場合に、冷凍サイクル制御装置
２５に向けて高温化の指令信号を送信する。冷凍サイクル制御装置２５は、温度制御装置
３４からの指令信号に従って、圧縮機１７及び冷却器ファン２２に、冷凍サイクルの低圧
を上昇させ、圧縮機入力を低下させる旨の制御信号を送信する。
【００７６】
　すなわち、本実施の形態４における冷蔵庫１００Ｂでは、温度制御装置３４と冷凍サイ
クル制御装置２５との連携により、各収納ケース６ａ～６ｄの冷却度合いに応じた温度制
御を適時に行うことができるため、省エネルギー化を図ることができる。
【００７７】
　本実施の形態４では、制御因子の多い冷凍サイクル回路を用いて冷却空気を生成すると
いう構成を採ることで、実施の形態１～３で述べた効果に加え、温度制御精度をさらに向
上することができる。また、ロバスト性（外的要因による変化を内部で阻止する仕組みや
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性質など）が高まるだけでなく、必要冷却能力に対し、２～３倍の電力を必要とするペル
チェユニットに対し、必要冷却能力の半分以下の電力でシステムを構成することができる
ため、省エネルギー化を図ることが可能となる。
【００７８】
　なお、図５では、冷却ユニット４４を内包する機械室１６が、庫内貯蔵空間３の下方に
配置された例を示しているが、機械室１６の配置は、庫内貯蔵空間３の下方に限定される
ものではなく、庫内貯蔵空間３の側方又は上方に設置してもよい。冷却ユニット４４を内
包する機械室１６が庫内貯蔵空間３の側面に配置され、冷却空気が側面から供給されるよ
うに構成した場合でも、温度制御装置３４及び冷凍サイクル制御装置２５による温度制御
により、庫内貯蔵空間３の底面に設置された場合と同様の効果を得ることができる。また
、庫内貯蔵空間３の上部に機械室１６を配置し、天面から冷却空気が供給される構成とし
た場合には、冷気が密度差により上方から下方へと移動することから、冷却速度を増加さ
せることが可能となる。
【００７９】
［実施の形態５]
　図６は、本発明の実施の形態５に係る対面式キッチンに組み込まれた冷蔵庫１００Ｃの
側面断面図である。なお、本実施の形態５で特に記述しない項目については実施の形態１
～４と同様とし、同一の構成については同一の符号を用いて述べることとする。
【００８０】
　実施の形態１では、庫内貯蔵空間３の底面の金属壁５を隔てて配置された排熱風路９に
おいて、ダイニング・リビング側に開口された排熱風路吸気口９ａから吸気し、キッチン
ルーム側に開口された排熱風路排気口９ｂから排気するように構成されている。一方、本
実施の形態５では、図６に示す通り、排熱風路９の下方にさらに別の収納庫２６を設け、
排熱風路吸気口２７ａ及び排熱風路排気口２７ｂを収納庫２６と連通させることにより、
排気ファン１３によって、排熱風路９と収納庫２６との間を空気が循環するように構成さ
れている。すなわち、本実施の形態５における冷蔵庫１００Ｃは、ペルチェユニット５１
及び５２の放熱面から発生した排熱空気を取り込む収納庫２６をさらに有している。
【００８１】
　次に、図６を参照して、冷却運転時の動作の一例について説明する。食品の収納方法や
扉の開閉に関する動作については、実施の形態１～４と同一であるため説明を割愛する。
ここでは冷却運転時の動作の一例について説明する。実施の形態１で述べたように、庫内
貯蔵空間３を冷却する際、プレート式のペルチェユニット５１及び５２の放熱面からの発
熱により、排熱風路９内が高温となり、水分の発生がなければ、排気ファン１３により高
温・低湿の空気が排気されることになる。
【００８２】
　そこで、本実施の形態５では、図６に示すように、排熱風路９の下方にさらに収納庫２
６を設置し、排気ファン１３により、排熱風路排気口２７ｂから収納庫２６に、高温・低
湿の空気を供給する。また、供給された空気が、排熱風路排気口２７ｂから排熱風路９へ
と送風されることにより、排熱風路９と収納庫２６との間で空気が循環する。したがって
、収納庫２６に、洗浄後の食器、フライパン、及び鍋などの加熱調理器具を収納すれば、
収納庫２６を乾燥庫として使用することが可能となる。また、収納庫２６に、ドライフル
ーツや海苔などの冷却を必要としない乾物を保管すれば、収納庫２６を乾物庫として使用
することが可能となる。すなわち、本実施の形態５の冷蔵庫１００Ｃによれば、排気ファ
ン１３によって排気される高温・低湿の空気による排熱を有効に利用することができる。
【００８３】
　もっとも、図６には、冷却ユニットとして、実施の形態１で示したプレート式のペルチ
ェユニット５１及び５２を採用した例を示しているが、実施の形態３で示したフィン式の
ペルチェユニット５３及び５４、又は実施の形態４で採用した冷凍サイクル回路からなる
冷却ユニット４４を採用してもよい。どの冷却機構を使用した場合でも、排熱風路９又は
機械室１６と収納庫２６とを連通させ、排熱空気を収納庫２６に供給するように構成すれ
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【００８４】
　また、図６において、収納庫２６は、庫内貯蔵空間３及び排熱風路９の下方に配置され
ているが、収納庫２６の設置位置は、庫内貯蔵空間３及び排熱風路９の下方に限定される
ものではなく、庫内貯蔵空間３又は排熱風路９の側方、あるいは排熱風路９と共に庫内貯
蔵空間３の上方に設置されてもよい。どの位置に配置されても、排熱風路９と連通させ、
高温・低湿の排気空気が収納庫２６内に供給されるように構成すれば、上記同様に、排熱
の有効利用を図ることができる。
【００８５】
　なお、上述した各実施形態は、冷蔵庫及び対面式キッチンにおける好適な具体例であり
、技術的に好ましい種々の限定を付している場合もあるが、本発明の技術的範囲は、特に
本発明を限定する記載がない限り、これらの態様に限定されるものではない。例えば、上
記実施の形態１～５では、複数の収納ケースとして、扉用収納ケース６ａ、大物収納ケー
ス６ｂ、飲料収納ケース６ｃ、及びマルチアクセスケース６ｄを採用した例を説明したが
、収納ケースの種類や数を任意に変更し、多様に組み合わせた構成を採ってもよい。また
、実施の形態１及び５では、各収納ケース内の温度情報を検出する温度センサとして壁面
温度センサを採用した例を示したが、空気温度センサを用いるようにしてもよい。同様に
、実施の形態３及び４では、各収納ケース内の温度情報を検出する温度センサとして空気
温度センサを採用した例を示したが、壁面温度センサを採用するようにしてもよい。
【符号の説明】
【００８６】
　３　庫内貯蔵空間、４　断熱材、５　金属壁、６ａ　扉用収納ケース、６ｂ　大物収納
ケース、６ｃ　飲料収納ケース、６ｄ　マルチアクセスケース、７ｂ　第１案内レール、
７ｃ　第２案内レール、７ｄ１　一方の案内レール、７ｄ２　他方の案内レール、８ａ～
８ｄ、１４ａ～１４ｄ　温度センサ、９　排熱風路、９ａ、２７ａ　排熱風路吸気口、９
ｂ、２７ｂ　排熱風路排気口、１０　断熱筐体、１１　一方の扉、１２　他方の扉、１３
　排気ファン、１５ａ～１５ｄ　庫内循環ファン、１６　機械室、１７　圧縮機、１８　
凝縮器、１９　絞り装置、２０　冷却器、２１　凝縮器ファン、２２　冷却器ファン、２
３ａ　凝縮器側吸気口、２３ｂ　凝縮器側排気口、２４ａ　冷却器側吸気口、２４ｂ　冷
却器側排気口、２５　冷凍サイクル制御装置、２６　収納庫、３１、３３、３４　温度制
御装置、４１、４３、４４　冷却ユニット、５１、５２、５３、５４　ペルチェユニット
、５１ａ、５２ａ、５３ａ、５４ａ　ペルチェ素子、５１ｂ、５２ｂ　放熱フィン、５１
ｃ、５２ｃ　放熱ファン、５３ｄ、５４ｄ　吸熱フィン、１００、１００Ａ、１００Ｂ、
１００Ｃ　冷蔵庫、２００　加熱調理器、３００　シンク、５００　対面式キッチン。
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